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　女性の整形外科医…珍しいと言われるけ
れど、別に特別ではありません。日整会会
員のわずか「6.9％」ですが、実数にする
と1800名を超える大切な仲間たちです。も
しその仲間たち全員と友達になれたら素敵
だろうな、と思います。
　整形外科医を志してから、はや25年。女
性の活躍推進が今ほど取り上げられていな
かった時代に子育てしながら仕事をしてき
た私は、特別扱いに長く甘え過ぎてしまっ
た気がします。「職場に来るだけで100点」

「いつでも休んでいいから」「責任ある仕事
は他の人に任せるから無理しないで」。も
しもこのような優しい言葉に、何も考えず
にずっと甘えていたら、確実に戦力外医師
になってしまいます。私は今も劣等感と向
き合いながら過ごしていますが、そこを少
し救ってくれているのが運動器エコーです。
他の人よりちょっと楽しいと思えて、ちょっ
とラクにこなせるものに出会えたら、それ
はきっと自分の得意分野になります。なん
でもこなせるスーパーウーマンにならなく
ても、限られた時間の中でひとつでも人に
頼られる仕事があれば、それで幸せを感じ
ることができます。必要なのは自分を育て
ようとする気持ち、そして自分の選択した
道を「正解」と思えるように努力すること
だと思っています。ただ実際のところは、

私自身、選択した道に後悔もあります。し
かしその分、今は人の背中を押したいと思
うようになりました。女性医師のための運
動器エコーセミナー「E-Girls Project」も、
その活動のひとつです。普段少数派の女性
整形外科医たちから学びたい欲が溢れ出て
おり、集まると非常にパワフルで、この力
が眠っているとしたら日本の医療界の損失
だとまで感じました。当初逆差別だと思わ
れるかも、という意見もありましたが、こ
のようなコミュニティーがまだ必要である
ことは確かです。何かを通して、誰かが一
歩踏みだすことができるのなら、それを全
力で応援したいと思います。
　どんな自分になりたいか？来年の自分、
5年後、10年後の自分を想像して、どうす
れば自分の思い描く未来に近づけるか、具
体的に考える時間を頻繁に持ってもらいた
いです。日常の小さな目標を小さ
な背伸びをして一つずつこなして
いく喜びを自信に変えて成長して
ほしいと思います。若いうちは貪
欲に学び、さらにはあとで必ず役
立つ「信頼の貯金」をしてほしい
と思います。そして必要不可欠な
のが、限りある時間で最大限の能
力が発揮できるような道筋をつくっ
てあげられる、本当の優しさを考
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る必要がある。各水準は表1の通りである。
　なお、一般則として、時間外労働の上限
は1カ月45時間、年間360時間とされている
が、これを超える場合に、追加的健康確保
措置が求められる。すなわち、勤務時間イ
ンターバルの確保（①24時間以内に9時間、
②46時間以内に18時間、のいずれか）およ
び代償休息のセットである。追加的健康確
保措置はA水準では努力義務とされている
が、連携B、B、C-1、C-2水準では義務とさ
れている点に注意を要する。また、いずれ
の水準であっても時間外労働時間が月100
時間以上となる見込みの場合には、医師の
面接指導を要する。面接指導を行う医師は、
所定の講習を受講しなければならない。
5．2024年4月までのタイムスケジュール

連携B、B、C-1、C-2水準を申請する予
定の医療機関は、医師労働時間短縮計画（時
短計画）案を作成し、これを都道府県の医
療機関勤務環境評価センター（評価セン
ター）に提出し、その評価を受ける必要が
ある。その後、都道府県に指定申請を提出
する。都道府県はこれを受けて医療審議会
において審議後、各医療機関への指定を行
う。医療機関が2024年4月から連携B、B、
C-1、C-2水準を実施するためには、2024年
4月の時点で、都道府県からの指定を受け
ておく必要がある。医療審議会の開催時期
を仮に2024年初めとしてそこから逆算する
と、2023年秋頃には都道府県への指定申請
を行う必要があり、さらにそれ以前の2023
年春～夏頃には、評価センターに時短計画
案が提出されていることが望ましい。これ
らに加え、C-1水準については、研修プロ
グラム／カリキュラムへの時間外労働時間
の明示が必要であり、C-2水準については、
基本19領域学会で構成される審査委員会の
審査を受けなければならない。
　また、労働基準監督署が宿日直を許可し
た場合、当直、日直の勤務時間のカウント
の仕方が通常勤務と異なる。各医療機関で
は、就業状況、時間外労働時間などを考慮
して、宿日直許可の申請を早急に検討する
必要がある。
6．2024年4月以降の取り組み
　厚労省は、暫定特例水準である連携B、
B水準については、2035年度を目標にこれを
解消するとしている。C-1、C-2水準について
も将来に向けて縮減方向としている。これ
らの水準に指定された医療機関においては、
2024年4月以降も時間外労働時間の短縮に
向けての取り組みを継続する必要がある。
　タスクシフト/シェアの推進、特定看護
師・診療看護師・周麻酔期看護師の育成・
活用、薬剤師の業務拡大、救急救命士の救
急外来への配置、臨床工学技士による手術
支援業務の拡大、医師事務作業補助者の活
用など医師業務の効率化・適正化への取り
組みは、2024年4月以降も引き続き行って
いく必要がある。
　なお、厚労省の「いきいき働く医療機関
サポートWeb（いきサポ）」では、医師の
働き方改革について最新の情報も含め分か
りやすく解説されている。ぜひご参照いた
だきたい。

えられる上司です。環境や雰囲気づくりに
加えて、医師としての評価が大切だと感じ
ます。周りに迷惑をかけているという罪悪
感ではなく、「私は必要とされている」と
いう充実感を与えてあげてほしいです。
　それでも、仕事が優先とならない時もあ
るでしょうし、自信がなくなる時も孤独感
でしんどくなる時もあるかもしれません。
私自身も子育てが落ち着きつつある今、親
の介護に直面しています。そんな時は、決し
て一人じゃないことを心に留めておいてほ
しいです。是非さまざまな環境に置かれた
たくさんの女性医師と知り合ってほしいです。
　頑張る人が輝ける、今後多くの女性医師
が輝き、リーダーとして活躍できる社会に
なれば、と心から願っています。

2023年E-Girls Project（女性医師のための運動器エコーセミナー）

いきいき働く医療機関
サポートWeb（いきサポ）
https://iryou-kinmukankyou.mhlw.
go.jp/
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